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男子バスケットボール部男子バスケットボール部
活躍する匝高生

昨年度秋から匝瑳高校バスケット
ボール部の躍進が続いています。
主な大会の結果をお知らせします。
◆千葉県高等学校新人体育大会…………３位
◆関東高等学校千葉県予選会……………５位
◆関東高等学校男子大会Ｂブロック……３位
◆千葉県高等学校総合体育大会…………４位
◆全国高等学校千葉県予選会
　（ウィンターカップ２０２４）…………３位
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新
会
長
に

　
加
瀬
博
夫
さ
ん（
高
32
）就
任

加瀬 博夫 会長
（高32）

令和６年度 役員

令和６年度
同窓会定例総会

開　　催

　

令
和
６
年
６
月
23
日
、
匝
瑳
高
校
で
定
例
総
会
が
開
催
さ
れ
、
新
会

長
の
選
出
、
５
年
度
の
活
動
報
告
・
決
算
の
承
認
、
６
年
度
予
算
・
事

業
計
画
等
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
飯
田
満
さ
ん
（
高
32
）
に
よ

る
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
年
６
月
に
開
催
さ
れ
た
定
例

総
会
で
会
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た

高
校
32
回
卒
の
加
瀬
博
夫
で
す
。

来
年
６
月
の
総
会
ま
で
の
一
年

間
、
同
窓
会
員
相
互
の
絆
を
一
層

深
め
る
と
と
も
に
、
母
校
の
発
展

を
期
す
る
た
め
、
微
力
で
は
あ
り

ま
す
が
精
一
杯
頑
張
り
ま
す
の

で
、
皆
様
の
御
支
援
・
御
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

本
年
は
、
１
９
２
４
年
（
大
正

13
年
）
４
月
10
日
に
匝
瑳
高
校
が

旧
制
匝
瑳
中
学
校
と
し
て
開
校
し

て
か
ら
１
０
０
年
を
迎
え
る
節
目

の
年
で
す
。

　

こ
れ
を
記
念
し
て
、
創
立

１
０
０
周
年
記
念
事
業
期
成
会

（
渡
邉
順
一
会
長
）
を
中
心
に
、

澁
谷
校
長
先
生
を
は
じ
め
と
す
る

学
校
関
係
者
と
の
協
働
に
よ
り
、

様
々
な
事
業
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

11
月
８
日
に
は
、
熊
谷
俊
人
千

葉
県
知
事
を
は
じ
め
、県
教
育
長
、

県
議
会
議
員
、
地
元
市
町
村
長
な

ど
多
く
の
来
賓
の
方
々
の
御
来
臨

の
も
と
、
記
念
式
典
が
盛
大
に
開

催
さ
れ
、
本
校
の
発
展
に
功
労
の

あ
っ
た
方
々
に
対
し
感
謝
状
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
模
様
を
編
集

し
た
動
画
が
同
窓
会
、
匝
瑳
高
校

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

記
念
事
業
の
財
源
と
す
る
た
め

に
行
わ
れ
た
募
金
事
業
に
お
い
て

は
、目
標
の
３
、５
０
０
万
円
を
大

き
く
上
回
る
４
、２
０
０
万
円
の

御
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ

れ
を
活
用
し
て
、
こ
れ
ま
で
に
、

「
教
育
環
境
・
設
備
充
実
事
業
」と

し
て
、
防
犯
カ
メ
ラ
・
高
輝
度
プ

ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
・
行
事
等
撮
影
用

高
性
能
カ
メ
ラ
・
校
歌
の
Ｃ
Ｄ（
新

規
制
作
）な
ど
が
贈
ら
れ
て
お
り
、

今
後
も
、「
教
育
振
興
助
成
事
業
」

と
し
て
、
学
力
向
上
対
策
や
情
報

教
育
・
理
科
教
育
・
国
際
理
解
教

育
の
充
実
、
部
活
動
活
性
化
、
定

時
制
教
育
振
興
な
ど
の
事
業
が
行

わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
に
先
立
ち
、
県
教

育
委
員
会
（
教
育
庁
）
及
び
学
校

関
係
者
の
御
尽
力
に
よ
り
、
体
育

館
及
び
校
舎
内
の
壁
面
塗
装
・
校

内
の
通
路
の
改
修
な
ど
が
行
わ
れ

る
と
と
も
に
、
生
徒
が
使
用
す
る

ク
ラ
ス
の
机
・
椅
子
が
新
調
さ
れ

る
な
ど
、
施
設
・
設
備
の
改
善
・

充
実
が
図
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

会
長
あ
い
さ
つ

創
立
１
０
０
周
年

会

長

加

瀬

博

夫
（
高
32
）
新

副

会

長

大

木

裕

信
（
高
33
）
新

次
期
会
長

林

　

哲

弥
（
高
32
）
新

匝
陵
会
会
長

実

川

俊

一
（
高
21
）

旭
匝
会
会
長

根

本

勝

弘
（
高
14
）
代

銚
匝
会
会
長

伊

藤

元

雄
（
高
32
）
新

横
匝
会
会
長

飯

田

正

佳
（
高
32
）
新

多
古
町
匝
高
会
会
長

石

井

　

稔
（
高
18
）

京
葉
支
部
会
長

須

郷

隆

雄
（
高
17
）

匝
東
会
会
長

菅

谷

正

幸
（
高
32
）
新

干
潟
支
部
会
長

小

川

　

満
（
高
28
）

野
栄
支
部
会
長

加

瀬

正

彦
（
高
24
）

飯
匝
会
会
長

椎

名

重

基
（
高
18
）

光
支
部
会
長

加

瀬

　

操
（
高
17
）

海
上
支
部
会
長

工

藤

博

孝
（
高
11
）

四
街
道
支
部
会
長

代
表
幹
事

川

口

重

則
（
高
33
）
新

小

梛

裕

行
（
高
34
）
新

鵜

澤

宣

広
（
高
35
）
新

監

事

鈴

木

敏

夫
（
高
27
）

平

山

儀

幸
（
高
33
）

総
務
部
長

齊

藤

　

徹
（
高
32
）
新

文
化
部
長

飯

島

美

恵
（
高
17
）

体
育
部
長

加

瀬

光

利
（
高
32
）
新

会
報
編
集
委
員
長

武

田

英

樹
（
高
32
）
新

事
務
局
長

宇

野

典

男
（
高
30
）

会

計

小

林

千

尋
（
高
57
）

書

記

青

澤

晴

美
（
高
32
）

顧

問

澁

谷

義

範
（
高
37
）

校
長

梶

原

昌

朗

全
日
制
教
頭

鶴

岡

一

枝

定
時
制
教
頭

石

塚

千

晶

事
務
長

参

与

椎

名

和

浩
（
高
31
）
新

従
来
の
方
々
に
加
え
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こ
れ
ら
の
事
業
を
推
進
さ
れ
て

き
た
す
べ
て
の
関
係
者
の
方
々
に

敬
意
と
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

　

今
後
は
、
充
実
し
た
施
設
・
設

備
や
様
々
な
助
成
・
支
援
の
下
、

生
徒
さ
ん
た
ち
が
の
び
の
び
と
勉

学
や
部
活
動
等
に
励
ま
れ
る
と
と

も
に
、
よ
り
多
く
の
お
子
さ
ん
た

ち
が
本
校
を
志
望
さ
れ
る
よ
う
に

な
る
こ
と
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　

本
校
同
窓
会
に
は
、
十
を
超
え

る
支
部
が
あ
り
ま
す
が
、
活
動
の

活
発
さ
や
参
加
人
数
等
は
ま
ち
ま

ち
で
す
。飯
岡
支
部
に
お
い
て
は
、

こ
の
度
、
解
散
さ
れ
る
こ
と
と
な

り
、
残
余
財
産
を
同
窓
会
本
部
に

寄
付
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
一

方
で
、
首
長
さ
ん
を
お
招
き
し
て

大
勢
の
方
々
を
集
め
て
総
会
・
懇

親
会
を
開
催
し
て
い
る
支
部
も
あ

り
ま
す
。

　

同
窓
会
の
大
き
な
目
的
で
あ
る

「
会
員
相
互
の
親
睦
」
を
深
め
て

い
く
た
め
に
は
、
こ
う
し
た
支
部

の
活
動
が
有
効
で
あ
り
大
切
で
あ

る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ

ん
。
支
部
の
新
規
発
足
や
再
興
に

つ
い
て
、
同
窓
会
本
部
で
お
手
伝

い
で
き
る
こ
と
が
あ
れ
ば
し
て
ま

い
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
皆

様
の
声
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

同
窓
会
の
活
動
を
支
え
る
事
務

局
の
運
営
は
、
こ
れ
ま
で
、
本
校

出
身
で
本
校
に
勤
め
る
現
役
の
教

員
の
方
々
に
、
担
っ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
こ
の
10
年
に
つ
い
て
み

る
と
、
林
潤
教
諭
、
宇
野
典
男
教

諭
に
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
、
現

在
の
宇
野
教
諭
に
は
、
引
き
続
き

お
願
い
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

同
窓
会
活
動
に
つ
い
て
は
、
そ

の
性
質
上
、
正
規
の
校
務
と
み
な

す
こ
と
が
で
き
ず
、
ま
た
、
御
身

分
が
教
育
公
務
員
で
あ
る
こ
と
か

ら
同
窓
会
か
ら
報
酬
や
謝
礼
を
お

渡
し
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
こ
と

も
あ
っ
て
、
先
生
方
に
は
全
く
の

無
償
で
献
身
的
に
御
尽
力
を
い
た

だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
改
め

て
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
深
く

感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

　

今
後
、
事
務
局
が
安
定
し
て
存

続
し
て
い
け
る
よ
う
、
ま
た
、
一

人
の
教
員
に
過
度
に
負
担
が
か
か

り
過
ぎ
な
い
よ
う
に
す
る
よ
う
な

方
策
を
、
学
校
内
で
も
ご
検
討
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
と
の
こ
と
で

す
の
で
、
ぜ
ひ
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

昨
年
度
、
呼
び
か
け
に
応
じ
て

会
費
の
納
入
が
若
干
増
え
ま
し

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
今
後
、
安

定
的
に
同
窓
さ
ふ
さ
を
制
作
し
て

郵
送
し
て
い
く
に
は
ま
だ
ま
だ
足

り
な
い
こ
と
か
ら
、
会
費
と
は
別

に
、
終
身
会
費
納
入
済
み
の
方
々

も
含
め
ま
し
て
、
御
寄
付
を
お
願

い
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

も
と
よ
り
任
意
で
あ
り
ま
す
が
、

諸
事
情
を
御
賢
察
の
う
え
、
可
能

な
範
囲
で
御
協
力
を
い
た
だ
け
ま

す
と
幸
い
に
存
じ
ま
す
。

　

母
校
並
び
に
同
窓
会
の
益
々
の

発
展
と
、
会
員
の
皆
様
の
御
健

勝
、
御
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
、
各
支
部
の
役
員

の
皆
様
や
校
内
事
務
局
・
関
係
者

の
方
々
に
感
謝
を
申
し
上
げ
、
御

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

各
支
部
の
活
動

同
窓
会
事
務
局
に
つ
い
て

寄
付
の
お
願
い

結
び

令和６年度事業計画

本部関係 事業内容 会場

６. ６.23 定例総会 匝瑳高校
会議室

６. ７. ６ 母校文化祭（蔦陵祭）　
６. ７. 第１回総務部会　 西城館
６.11. 第２回総務部会 西城館
７. ２. １ 新年幹事会 梅田家
７. ３. ４ 全日制同窓会入会式（高77回） 同窓会長祝辞 体育館

７. ３. ５
全日制卒業式
定時制同窓会入会式・卒業式（定71回） 同窓会長祝辞 教室

７. ４. ８
全日制入学式　　 体育館
定時制入学式　 体育館

７. ４. 第３回総務部会　 西城館
７. ５. 幹事会 西城館
７. ６. ホームページ更新

体育部 事業内容 会場
６. ７. 第１回体育部会
６. ９. 第２回体育部会

６.10.17 第24回シニアゴルフ大会 小見川東急
ゴルフクラブ

７. １. 第３回体育部会
７. ４. 第４回体育部会
７. ５. 第29回親睦ゴルフ大会
７. ６. 体育部会引継式

文化部 事業内容 会場
６. ７. 第１回文化部会 西城館
７. ５. 第２回文化部会 西城館

会報 事業内容 会場
６. ８. 第１回会報編集委員会 応接室
６.10. 第２回会報編集委員会 応接室
６.11. 第３回会報編集委員会 応接室
６.12. さふさ58号発行

令和５年度事業報告

本部関係 事業内容 会場

５. ６.25 定例総会
呈茶席（総会前）
講演・懇親会は、
見送りとした。

食堂

５. ７.31 第１回総務部会 西城館
５.11.27 第２回総務部会 西城館
６. ２. ３ 新年幹事会 梅田家
６. ３. ４ 全日制同窓会入会式（高76回）同窓会長臨場 体育館

６. ３. ５
午前全日制卒業式 体育館
夜定時制卒業式・同窓会入会式（定70回） 同窓会長臨場 食堂

６. ４. ９
午前全日制入学式 体育館
夜定時制入学式 食堂

６. ５.31
第３回総務部会（幹事会）

西城館
幹事会

６. ６.　 ホームページ更新

体育部 事業内容 会場
５. ９. ３ 第１回体育部会 オンライン
５. ９.17 第２回体育部会 大木戸珈琲

５.10.19 第23回シニアゴルフ大会 ハーフコンペ方式 山田ゴル
フ倶楽部

６. １.28 第３回体育部会 オンライン
６. ４. ７ 第４回体育部会 オンライン

６. ５.16 第28回親睦ゴルフ大会 ハーフコンペ方式 オークヒルズカ
ントリークラブ

６. ５.23 体育部会引継 東庄ゴル
フ倶楽部

文化部 事業内容 会場
５. ７. 第１回文化部会 中止
６. ５. 第２回文化部会 中止

会報 事業内容 会場
５. ９. ４ 第１回会報編集委員会 応接室
５.11. ６ 第２回会報編集委員会 応接室
５.11.23 第３回会報編集委員会 メールにて確認
５.12.21 さふさ57号発行



同窓さふさ第58号 4

定例総会

収入の部　合計� 5,986,330�円
支出の部　合計� 4,491,802�円

差引残高� 1,494,528�円

令和５年度　匝瑳高等学校同窓会　一般会計決算書
（自　令和５年４月１日　　至　令和６年３月31日）

令和５年度　匝瑳高等学校同窓会　特別会計決算書
（自　令和５年４月１日　　至　令和６年３月31日）

収入の部 （▲印：減、単位：円）

科　目 予算額 決算額 増　減 備　考

前年度繰越金 2,643,326 2,643,326 0

会 費 収 入 1,600,000 2,609,000 1,009,000 現金での納入（２名）を含む

入 会 金 収 入 654,000 654,000 0 全日制210名　定時制８名

繰 入 金 700,000 0 ▲ 700,000

寄 付 金 収 入 60,000 80,000 20,000 寄付（高29）・さふさ57号広告掲載料

雑 収 入 4,674 4 ▲ 4,670 名簿売上・利子

収 入 の 部 計 5,662,000 5,986,330 324,330

支出の部 （▲印：減、単位：円）

科　目 予算額 決算額 差引残額 備　考

会 議 費 550,000 314,152 235,848 総会・支部総会

事 務 費 400,000 87,256 312,744 事務通信費・印刷費

旅 費 80,000 68,000 12,000 会務旅費（学校/会長）

慶 弔 費 30,000 10,000 20,000 役員等

振 込 手 数 料 30,000 31,355 ▲ 1,355 会費振込手数料

会 報 発 行 費 3,300,000 3,220,009 79,991 印刷費・発送費・原稿依頼

補 助 費 1,000,000 591,190 408,810 母校教育活動への補助

Ｈ Ｐ 管 理 費 169,840 169,840 0 ホームページの管理費

予 備 費 102,160 0 102,160

特 別 会 計 へ 0 0 0

支 出 の 部 計 5,662,000 4,491,802 1,170,198

収入の部　合計� 5,623,000�円
支出の部　合計� 5,623,000�円

差引残高� 0�円

令和６年度　匝瑳高等学校同窓会　一般会計予算
（自　令和６年４月１日　　至　令和７年３月31日）

同窓会　予算・決算の報告
　同窓会一般会計の、令和５年度の決算
状況、今年度予算をお知らせします。な
お90周年10期決算、11期予算については
同窓会ホームページをご覧ください。

同
窓
会
幹
事

（
全
日
制
：
第
76
回
／
定
時
制
：
第
70
回
）

　

令
和
５
年
度
卒
業
し
、
同
窓
会
幹
事

と
な
っ
た
方
々
は
次
の
と
お
り
で
す
。

収入の部 （▲印：減、単位：円）

科　目 予算額 前年度予算額 増　減 備　考

前年度繰越金 1,494,528 2,643,326 ▲ 1,148,798 前年度から繰り越し

会 費 2,000,000 1,600,000 400,000

入 会 金 564,000 654,000 ▲ 90,000 全日制182名　定時制６名

繰 入 金 1,500,000 700,000 800,000 京葉銀行スーパー定期

寄 付 金 60,000 60,000 0 さふさ58号広告

雑 収 入 4,472 4,674 ▲ 202 名簿売上、預金利息

収 入 の 部 計 5,623,000 5,662,000 ▲ 39,000

支出の部 （▲印：減、単位：円）

科　目 予算額 前年度予算額 増　減 備　考

会 議 費 500,000 550,000 ▲ 50,000 総会、文化部、支部総会

事 務 費 200,000 400,000 ▲ 200,000 事務通信費、印刷費

旅 費 80,000 80,000 0 会務旅費（学校/会長）

慶 弔 費 30,000 30,000 0 役員等

振 込 手 数 料 33,000 30,000 3,000 会費振込手数料

会 報 発 行 費 3,300,000 3,300,000 0 印刷費、発送費

補 助 費 1,000,000 1,000,000 0 母校教育活動への補助

Ｈ Ｐ 管 理 費 169,840 169,840 0 ホームページの管理

予 備 費 310,160 102,160 208,000

特 別 会 計 へ 0 0 0

支 出 の 部 計 5,623,000 5,662,000 ▲ 39,000

特別会計の部 （単位：円）

令和６年度 令和５年度 備　考

前 年 度 繰 越 10,054,084 10,053,998 

支 出 の 部 1,500,000 0 一般会計へ

収 入 の 部 0 0 一般会計より

次 年 度 繰 越 8,554,084 10,053,998 

（単位：円）

科　　　目 収　入 支　出

一 般 会 計 へ 0 0

定 期 預 金 受 取 利 息 86 千葉銀行/京葉銀行

定 期 預 金 預 け 入 れ 86

合　　　　計 86 86

財産目録 （▲印：減、単位：円）

令和５年３月31日 令和６年３月31日 差　額

一 般 会 計

現金 126,007 393,361 267,354

ゆうちょ銀行　当座預金 1,477,196 204,841 ▲ 1,272,355

ゆうちょ銀行　通常貯金 1,040,123 896,326 ▲ 143,797

一般会計　合　計 2,643,326 1,494,528 ▲ 1,148,798

特 別 会 計

京葉銀行　スーパー定期 5,053,998 5,054,084 86

ゆうちょ銀行　定額貯金 5,000,000 5,000,000 0

特別会計　合　計 10,053,998 10,054,084 86

総　　資　　産 12,697,324 11,548,612 ▲ 1,148,712

ク
ラ
ス

氏
　
　
名

Ａ

常
世
田　

栞　

里

Ｂ

舩　

山　

倖　

誠

Ｃ

黒　

柳　

里　

紗

Ｄ

石　

井　

悠　

矢

Ｅ

遠　

山　

叶　

翔

Ｆ

香　

取　

玖　

投

Ｐ

佐　

藤　

裕　

翔
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支部の活動

　

３
月
30
日
（
土
）
ホ
テ
ル
プ
ラ

ザ
菜
の
花
、
役
員
幹
事
会
開
催
。

今
年
度
の
活
動
に
つ
い
て
協
議
の

上
、
活
動
方
針
が
決
定
。

　

５
月
18
日
（
土
）
京
成
ホ
テ
ル

ミ
ラ
マ
ー
レ
、
総
会
開
催
。
総
会

は
、
石
井
稔
会
長
よ
り
挨
拶
。
司

会
進
行
は
山
﨑
文
彦
幹
事
長
。
本

校
よ
り
、
澁
谷
義
範
校
長
（
高

37
）
椎
名
和
浩
同
窓
会
会
長
（
高

31
）
宇
野
典
男
同
窓
会
事
務
局
長

（
高
30
）
渡
邉
順
一
期
成
会
会
長

（
高
21
）
堀
江
克
浩
期
成
会
事
務

局
（
高
34
）
に
ご
出
席
い
た
だ
き
、

本
校
の
現
状
と
課
題
、
１
０
０
周

年
記
念
事
業
に
つ
い
て
お
話
が
あ

り
ま
し
た
。
ま
た
、
高
橋
秀
典
県

議（
高
41
）佐
藤
正
己
元
県
議（
高

11
）
堀
江
は
つ
元
県
議
（
高
14
）

布
施
貴
良
元
市
議
（
高
18
）
に
も

ご
出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
総
会
は
、
石
井
会
長
が

議
長
と
し
て
議
事
進
行
。

一　

令
和
５
年
度
事
業
報
告
承
認

の
件

二　

令
和
５
年
度
会
計
収
支
報
告

承
認
の
件

三　

令
和
６
年
度
事
業
計
画
承
認

の
件

四　

令
和
７
年
度
総
会
の
件

五　

役
員
幹
事
改
選
の
件

す
べ
て
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
議

事
終
了
。

　

母
校
創
立
１
０
０
周
年
記
念
事

業
に
つ
い
て
、
渡
邉
順
一
期
成
会

会
長
よ
り
ご
報
告
、
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。
記
念
事
業
の
概
要
は
、

一　

記
念
式
典
・
記
念
誌
・
事
務

通
信
費�

（
１
、５
０
０
万
円
）

二　

教
育
環
境
設
備
充
実
事
業
費

�

（
１
、０
０
０
万
円
）

三　

教
育
振
興
助
成
事
業
費　
　

�

（
１
、０
０
０
万
円
）

で
、
募
金
の
目
標
は
達
成
見
込
み

と
の
こ
と
で
す
。

　

そ
し
て
、
石
井
会
長
よ
り
京
葉

支
部
と
し
て
寄
付
金
（
10
万
円
）

を
渡
邉
会
長
に
贈
呈
。
皆
様
の
ご

協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

な
お
、
石
井
会
長
よ
り
今
年
度

で
会
長
を
退
く
と
の
旨
、
お
話
が

あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
よ
り
、石
橋
進
副
会
長（
高

12
）
の
乾
杯
の
ご
発
声
で
懇
親
会

が
ス
タ
ー
ト
。
昨
年
好
評
を
い
た

だ
い
た
中
高
年
の
ア
イ
ド
ル
バ
ン

ド
「
な
ぎ
さ
懐
メ
ロ
楽
団
（
代
表

高
19
・
新
行
内
実
）」
の
演
奏
。

夜
霧
の
ブ
ル
ー
ス
を
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
に
11
曲
懐
か
し
の
昭
和
歌
謡

を
。
最
後
に
ア
ン
コ
ー
ル
に
こ
た

え
、
お
富
さ
ん
を
皆
さ
ん
で
大
合

唱
。
素
晴
ら
し
い
演
奏
と
美
味
し

い
お
酒
と
料
理
、
楽
し
い
歓
談
の

ひ
と
と
き
で
し
た
。

　

そ
し
て
今
回
か
ら
テ
ー
ブ
ル
ス

ピ
ー
チ
。
各
テ
ー
ブ
ル
ご
と
に
、

皆
様
の
近
況
を
お
話
し
い
た
だ

き
、大
変
有
意
義
な
時
間
と
な
り
、

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

総
会
の
最
後
は
、
音
楽
部
Ｏ
Ｂ

の
皆
様
の
指
揮
に
よ
り
、
旧
制
中

学
・
高
校
の
校
歌
を
合
唱
し
、
盛

会
の
う
ち
に
終
了
。

　

総
会
後
の
予
定
は
、
９
月
26

日
（
木
）
第
19
回
京
葉
支
部
ゴ
ル

フ
大
会
（
久
能
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽

部
）
開
催
。
１
０
０
周
年
の
母
校

の
益
々
の
ご
発
展
と
皆
様
の
ご
健

勝
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、
今
後
と

も
京
葉
支
部
の
活
動
に
ご
協
力
ご

支
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

感
謝
。

山
崎
文
彦
（
高
25
）

石
井
会
長
（
右
）
か
ら
渡
邉
会
長
へ

　
　
　
　
　
　
　
　

寄
付
金
の
贈
呈

なぎさ懐メロ楽団の演奏

　

令
和
６
年
８
月
25
日
（
日
）
多

古
町
内
の
「
萬
勢
庵
」
に
て
、
令

和
６
年
度
多
古
町
匝
高
会
総
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

来
賓
と
し
て
、
今
年
度
同
窓
会

長
に
な
ら
れ
た
加
瀬
博
夫
様
、
ま

た
当
会
の
会
員
で
も
あ
り
ま
す
匝

瑳
高
校
校
長
澁
谷
義
範
様
に
ご
臨

席
を
賜
り
、
総
勢
37
名
で
の
総
会

と
な
り
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、
会
務
報
告
及
び
会

計
報
告
の
あ
と
役
員
改
選
が
行
わ

れ
、
内
藤
久
義
会
長
か
ら
飯
田
正

佳
副
会
長
に
会
長
が
引
き
継
が

れ
、
ま
た
副
会
長
、
幹
事
な
ど
の

役
員
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
後
の
懇
親
会
で
は
、
数
十

年
ぶ
り
に
お
越
し
い
た
だ
い
た
大

先
輩
も
い
ら
っ
し
ゃ
り
、
元
気
な

お
姿
を
拝
見
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
懇
親
会
が
始
ま
れ
ば
、
お

互
い
初
対
面
の
人
で
も
同
じ
高
校

に
通
っ
た
者
同
士
の
懐
か
し
話
に

花
が
咲
く
も
の
で
す
。
宴
の
終
盤

に
は
全
員
で
匝
瑳
高
校
の
校
歌
を

合
唱
し
、
最
後
の
締
め
は
恒
例
の

内
藤
会
長
の
エ
ー
ル
と
な
り
、
和

や
か
な
雰
囲
気
の
う
ち
に
お
開
き

と
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
も
大
勢
の
匝
瑳
高
校
同

窓
生
の
出
会
い
を
広
げ
て
い
け
た

ら
い
い
で
す
ね
。飯

田
正
佳
（
高
32
）

令
和
６
年
度
の
活
動
状
況

京葉
支部

多
古
町
匝
高
会
総
会
を
開
催

多古
支部
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初
夏
の
よ
う
な
暖
か
さ
の
も

と
、
令
和
６
年
４
月
13
日
（
土
）

に
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷
（
私
学

会
館
）
に
お
い
て
、
第
23
回
匝
東

会
総
会
が
60
名
の
参
加
を
得
て
盛

大
に
開
催
さ
れ
た
。

　

司
会
の
前
林
和
彦
幹
事
（
高

26
）
よ
り
式
次
第
と
来
賓
の
紹
介

が
あ
り
、
須
郷
隆
雄
会
長
（
高

17
）
か
ら
、
匝
東
会
が
今
年
も
多

く
の
参
加
者
と
と
も
に
開
催
で
き

る
こ
と
は
大
い
に
喜
び
で
あ
る
と

の
挨
拶
が
あ
っ
た
。
続
い
て
来
賓

の
祝
辞
に
移
り
、
椎
名
和
浩
同
窓

会
長
（
高
31
）
か
ら
本
年
11
月
8

日
の
創
立
１
０
０
周
年
記
念
式
典

に
向
け
て
着
々
と
準
備
が
進
ん
で

い
る
と
の
お
話
が
あ
っ
た
。
梶
原

昌
朗
教
頭
は
母
校
の
総
合
学
科
の

創
設
と
特
徴
あ
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

に
つ
い
て
説
明
さ
れ
た
。
渡
邉

順
一
期
成
会
会
長
（
高
21
）
は

１
０
０
周
年
記
念
事
業
の
活
動
の

紹
介
と
あ
ら
た
め
て
ご
協
力
を
お

願
い
し
た
い
と
挨
拶
さ
れ
た
。

　

第
１
部
総
会
に
先
立
ち
、
物
故

者
へ
黙
祷
を
捧
げ
た
。
須
郷
会
長

の
議
事
進
行
の
も
と
、
活
動
報
告

が
あ
り
、
続
い
て
宮
崎
晴
可
常
任

顧
問
（
高
15
）
か
ら
会
計
報
告
と

大
友
總
一
郎
会
計
監
事
（
高
13
）

に
よ
る
監
査
報
告
が
行
わ
れ
た
。

新
役
員
人
事
に
つ
い
て
も
満
場
一

致
で
承
認
さ
れ
た
。

　

第
２
部
講
演
会
は
、
桂
か
つ
ら�

右う

め女

助す
け

師
匠
（
本
名
：
梅
田
勝
之
さ
ん
、

高
33
）
が
「
匝
瑳
と
古
事
記
と
香

取
神
宮
」
と
題
し
て
講
演
さ
れ

た
。
郷
土
さ
ふ
さ
は
、
上
総
、
下

総
な
ど
よ
り
以
前
か
ら
坂
東
の
雄

と
し
て
そ
の
領
土
を
広
げ
て
栄
え

て
き
た
と
い
う
郷
土
の
歴
史
に
つ

い
て
、
豊
富
な
知
識
と
噺
家
な
ら

で
は
の
軽
快
な
語
り
口
で
説
明
さ

れ
、
聴
衆
を
ど
ん
ど
ん
と
話
に
引

き
込
ん
で
い
っ
た
。

　

第
３
部
懇
親
会
の
は
じ
め
は
、

飯
島
英
胤
名
誉
会
長
（
高
6
）
か

ら
「
匝
東
会
25
年
の
歩
み
」
と
し

て
、
匝
東
会
の
設
立
か
ら
今
日
に

至
る
ま
で
の
歩
み
と
匝
東
会
へ
の

想
い
が
語
ら
れ
た
。
97
歳
に
な
る

太
田
昭
吉
大
先
輩（
中
17
）が
堂
々

と
し
た
声
で
乾
杯
ス
ピ
ー
チ
を
さ

れ
、
ま
た
会
の
後
半
で
は
「
君
が

代
」
を
吟
詠
さ
れ
た
。
毎
年
変
わ

ら
ぬ
矍
か
く
し
ゃ
く鑠

と
し
た
お
姿
に
会
場
か

ら
惜
し
み
な
い
拍
手
が
送
ら
れ

た
。

　

今
年
は
恒
例
の
お
楽
し
み
抽
選

会
が
５
年
ぶ
り
に
復
活
し
た
。
太

田
大
先
輩
か
ら
純
米
大
吟
醸
酒
25

本
、
麵
つ
ゆ
40
本
が
、
宮
野
先
輩

か
ら
焼
売
18
箱
が
景
品
と
し
て
進

呈
さ
れ
、宇
井
野
猛
さ
ん（
高
29
）、

岩
崎
理
香
さ
ん
（
高
33
）
の
司
会

進
行
の
も
と
抽
選
が
行
わ
れ
た
。

思
わ
ぬ
大
当
た
り
に
歓
喜
の
声
を

上
げ
る
方
も
い
ら
し
た
。

　

初
参
加
の
小
山
祥
子
さ
ん
（
高

27
）、
林
新
二
郎
さ
ん
（
高
29
）、

木
内
博
一
さ
ん
（
高
38
）
か
ら
テ

ー
ブ
ル
ス
ピ
ー
チ
が
あ
り
、
林
重

見
さ
ん
（
高
17
）
の
フ
ル
ー
ト
演

奏
で
会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
っ

た
。

　

最
後
に
、
匝
中
校
歌
と
匝
高
校

歌
を
声
高
ら
か
に
合
唱
し
、
全
員

揃
っ
て
の
記
念
撮
影
を
行
っ
た
。

今
年
の
母
校
創
立
１
０
０
周
年
記

念
事
業
の
成
功
と
同
窓
各
位
の
ご

健
勝
、
そ
し
て
来
年
の
再
会
を
祈

念
し
て
散
会
と
な
っ
た
。

前
林
和
彦
（
高
26
）

第
23
回

　

匝
東
会
（
東
京
支
部
）
総
会
報
告

東京
支部

匝東会総会の参加者たち

　令和６年６月15日（土）「冨士屋」にて、横匝会総会
が開催されました。
　来賓として、同窓会椎名会長、期成会渡邉会長、同
窓会宇野事務局長、期成会伊藤事務局、期成会堀江事
務局、横芝光町の佐藤晴彦町長に出席していただきま
した。会員の出席者も高２回から高40回まで、年代も
幅広く総勢20名の総会となりました。
　役員改選で、小川文彦支部長（高32）から、伊藤元
雄支部長（高32）へ引継ぎが行われ、今年度も新入生
に記念品を贈呈することになりました。
　総会終了後の懇親会では、恒例となった匝瑳中学、
匝瑳高校の校歌を合唱し、来年の再会を誓い、和やか
なうちに終了しました。� 高宮芳宏（高40）

　飯匝会は平成６年度に設立され、以降、母校文化祭
バザーへの協力、母校への進学者・卒業生への記念品
の贈呈、「いいおか文芸賞」の協賛等、創意工夫を凝ら
した活動を展開してきました。
　そんな中、コロナ禍により活動を自粛してきました
が、活動を再開するにあたり様々な課題に直面しまし
た。新規会員の確保が難しく、役員の高齢化・固定化
も進みその改選が難しく、従来の活動を継続すること
が困難な状況になりました。
　そこで、本年６月23日の役員・幹事会を経て、８月
25日の総会において解散を決議しました。母校百周年
の折、誠に心苦しい限りではありますが、現状を鑑み、
ご理解いただくようお願い申し上げます。なお、飯匝
会の繰越金については、同窓会本部に寄付させていた
だくことになりました。� 加瀬正彦（高24）

横匝会総会を開催横芝支部

飯匝会の解散飯岡支部
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（写真2）同じ場所での記念写真

同窓の集い

高
校
卒
業
50
周
年
の
記
念
旅
行

同窓会に70名参加高42回

高
26
回

　

高
校
26
回
（
理
数
科
）
の
有
志

10
名
で
、
卒
業
50
周
年
を
記
念
し

て
京
都
市
右
京
区
の
清
滝
川
渓
谷

を
訪
れ
た
。こ
こ
は
修
学
旅
行
の
時

に
一
日
だ
け
ク
ラ
ス
単
位
で
自
由

行
動
す
る
日
が
あ
り
、そ
の
時
に
訪

れ
た
思
い
出
の
地
で
あ
る
。5
月
24

日
の
晴
天
に
恵
ま
れ
た
日
、全
山

新
緑
が
眩
い
清
滝
川
沿
い
の
高
雄

か
ら
清
滝
ま
で
の
約
４
km
、50
年

前
に
思
い
を
馳
せ
な
が
ら
歩
い
た
。

50
年
前
は
ゴ
ツ
ゴ
ツ
し
た
川
原
を
、

時
々
石
を
伝
っ
て
反
対
側
に
渡
っ

た
り
し
な
が
ら
歩
い
た
記
憶
が
あ

る
が
、今
は
川
の
脇
に
ハ
イ
キ
ン
グ

道
が
整
備
さ
れ
歩
き
や
す
く
な
っ

て
い
る
。
京
都
市
内
の
喧
騒
を
離

れ
、
午
前
中
の
早
い
時
間
の
た
め

行
き
交
う
人
も
な
く
、
静
寂
で
空

気
は
新
鮮
、
別
世
界
に
迷
い
込
ん

だ
よ
う
な
気
分
だ
。

　

清
滝
に
は
我
ク
ラ
ス
に
と
っ
て

忘
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
思
い
出

が
あ
る
。
そ
れ
は
川
原
で
の
昼
食

後
の
こ
と
だ
。
数
人
が
近
く
に
落

ち
て
い
た
ゴ
ミ
を
拾
い
始
め
、ま
わ

り
の
仲
間
が
加
わ
っ
た
。
そ
れ
が

た
ま
た
ま
通
り
か
か
っ
た
朝
日
新

聞
の
記
者
の
目
に
留
ま
り
、京
都
版

の
紙
面
を
飾
る
こ
と
に（
写
真
１
）。

こ
の
出
来
事
は
修
学
旅
行
か
ら

帰
っ
た
後
の
全
校
朝
礼
で
も
紹
介

さ
れ
、
懐
か
し
く
誇
ら
し
い
思
い

出
で
あ
る
。
当
時
の
新
聞
記
事
の

写
真
を
見
な
が
ら
、
同
じ
場
所
に

並
ん
で
50
年
後
の
記
念
写
真
を
撮

る
（
写
真
２
）。
も
ち
ろ
ん
写
っ
て

い
る
人
た
ち
に
50
年
の
歴
史
が
刻

ま
れ
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も

な
い
が
。

　

我
々
は
３
年
間
ず
っ
と
一
緒
の

ク
ラ
ス
だ
っ
た
の
で
、
今
で
も
結
び

つ
き
が
深
い
。
毎
月
ゴ
ル
フ
を
し

た
り
時
々
飲
み
会
も
お
こ
な
っ
て

い
る
。
今
回
の
記
念
旅
行
を
き
っ

か
け
に
、
今
後
も
毎
年
泊
り
が
け

で
全
国
の
観
光
地
を
訪
ね
よ
う
と

早
速
次
の
相
談
を
始
め
て
い
る
。

前
林
和
彦
（
高
26
）

　

高
31
回
（
76

年
度
１
年
Ｆ

組
、
77
年
度
２

年
Ｆ
組
）
に
よ
る
、「
恩
師
川
内
恵
美
子

先
生
を
囲
む
会
」
が
、
10
月
５
日
に
、
匝

瑳
高
校
～
カ
フ
ェ
ペ
ル
メ
ル
を
会
場
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
26
名
。
学
校
で
は
懐
か
し
い

あ
の
机
と
椅
子
で
46
年
ぶ
り
に
先
生
の
点

呼
を
受
け
、
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。
懇
親

会
で
は
す
っ
か
り
気
持
ち
は
十
代
に
な

り
、
貴
重
な
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

大
宮
直
明
（
高
31
）

　令和６年４月
28日（日）14時
から17時に、ホ
テルサンモール
で同窓会が開催
され、70名の方々
が参加しました。
参加者には６名
の先生方も含まれており、Ｂ組担任の大野先生、Ｄ組担任の吉田
先生、Ｆ組担任の松本先生、Ｇ組担任の佐藤先生、Ｈ組担任の川
内先生、ＧＨ組副担任の猿渡先生がお越しいただきました。
　同窓会では、先生方や友人たちと近況や高校時代の思い出話を
交わし、楽しいひとときを過ごしました。特に、高校時代にはあ
まり話す機会のなかった方々とも再会し、クラスを超えた繋がり
を感じることができました。
　同窓会の終盤には、松本先生が卒業式の日にホームルームで歌っ
てくれた「乾杯」を再び歌ってくれました。その後、６名の先生
方が「今日の日はさようなら」を歌い、みんなで手拍子をしなが
ら素敵な瞬間を共有しました。
　最後に、匝瑳高等学校の先輩である猿渡先生から話を聞きまし
た。猿渡先生は高校時代のクラスメートと共に修学旅行のやり直
しを企画しているとのこと。この話を聞いて、猿渡先生の学年に
負けないよう次回の同窓会では更に盛り上がっていきたいと、参
加者一同強く感じました。
　同窓会は17時に終了しましたが、多くの方々が二次会に参加し
たようです。また、同日10時からは、同窓会に先立ち、有志によ
る匝瑳高等学校見学会も開催されました。卒業してから35年が経
過しているにもかかわらず、母校の風景があまり変わっていない
ことに驚くとともに、校舎を回りながら、一瞬、昔に戻ったよう
な気持ちになりました。� 大木喜信（高42）

（写真1）当時の新聞記事

ホ
テ
ル
サ
ン
モ
ー
ル
に
て

恩師を囲んで

「
川
内
先
生
を
囲
む
会
」

　
　
　
　
　
　
　
開
催

高
31
回
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学校だより　～母校の今～

校長あいさつ

「次の100年を
見据えて」

　

匝
瑳
高
校
の
交
換
留
学
は
、
昭

和
48
年
米
国
オ
レ
ゴ
ン
州
サ
ン

デ
ィ
・
ユ
ニ
オ
ン
高
校
と
姉
妹
校

に
な
っ
て
始
ま
り
、
そ
の
後
、
豪

州
ク
ー
ラ
ム
高
校
、
米
国
リ
ン

カ
ー
ン
高
校
、
サ
ザ
ン
リ
ー
ジ
ョ

ナ
ル
高
校
と
学
校
を
変
え
綿
々
と

続
い
て
い
ま
し
た
が
、
近
年
は
コ

ロ
ナ
禍
で
中
止
と
な
っ
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
が
５
類
に
移
行
し
た
こ
と
に
よ

り
、交
換
留
学
が
復
活
し
ま
し
た
。

相
手
の
高
校
は
米
国
マ
サ
チ
ュ
ー

セ
ッ
ツ
州
ウ
エ
ス
ト
ポ
ー
ト
高

校
。
令
和
６
年
３
月
か
ら
交
換
留

学
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
開
始
さ
れ
、
本

校
よ
り
12
名
の
生
徒
が
参
加
し
、

約
２
週
間
の
有
意
義
な
体
験
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

な
お
、
生
徒
の
渡
航
費
用
の
負

担
は
、
千
葉
県
が
立
ち
上
げ
た

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
応
援
基
金
」
に
応

じ
て
い
た
だ
い
た
本
校
同
窓
生
か

ら
の
支
援
に
よ
り
か
な
り
軽
減
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
、
こ
こ
に
報
告

し
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

令
和
６
年
度
全
国
高
等
学
校
定

時
制
通
信
制
体
育
大
会
（
第
26
回

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
）
が
、
７
月

30
日
～
８
月
１
日
に
小
田
原
ア

リ
ー
ナ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

小
梛
央
理
（
４
年
）・
古
澤
一

葉
（
３
年
）
が
、
都
道
府
県
対
抗

の
団
体
戦
に
県
選
抜
メ
ン
バ
ー
と

し
て
出
場
、
チ
ー
ム
は
３
回
戦
ま

で
進
出
し
ま
し
た
。
全
国
大
会
を

思
い
っ
き
り
楽
し
ん
だ
２
人
は
、

「
合
同
練
習
や
大
会
を
通
し
て
人

の
繋
が
り
の
大
切
さ
を
感
じ
る
こ

と
が
で
き
た
。
こ
れ
か
ら
の
自
分

自
身
の
成
長
の
糧
に
な
る
と
思

う
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

（
顧
問　

大
木
啓
至
）

　同窓生の皆様には、日頃から
本校の同窓会活動・教育活動に
対し、御支援・御協力を賜り、
厚く御礼申し上げます。
　今年度から本校のPTA組織が総合学科設置に伴う
出身中学校の広域化に対応するべく、学年・クラス
から役員を選出する形式に生まれ変わりました。こ
れに伴い多くの同窓生の皆様方に参画いただきまし
た地区PTA組織は解散することになりましたが、こ
れまで長年に渡り多大な御支援・御協力を頂戴した
歴代地区会長様をはじめ多くの役員の皆様方には、
この場をお借りして感謝を申し上げます。
　新体制での蔦陵祭においては、阿部PTA会長様を
はじめ多くの保護者の御協力を得て、PTA企画店に
て軽食等の販売をしていただきました。業者とのや
り取りや様々な調整に御苦労もあったことと思いま
す。多くの生徒や来場者の笑顔が見られ、大変好評
であったことで苦労が報われたのではないでしょう
か。改めて感謝申し上げます。
　さて、今年度は創立100周年という本校にとって
特別な年です。これまでの歴史と伝統に感謝しなが
ら、次の100年に向けた新たな一歩を踏み出す大切
な時期でもあります。本校は大正13年（1924年）
の創立以来、地域に根ざした教育機関として、多く
の卒業生を社会へと送り出してまいりました。この
100年間、社会は急速に変化してきましたが、本校
が一貫して大切にしてきた校訓「至誠・剛健・快活・
高雅」の理念は、時代を超えて色褪せることはあり
ません。これまでの卒業生が、それぞれの分野で活
躍し、地域社会や世界で貢献している姿は、本校の
誇りであり、また次世代を担う生徒たちにとっても
大きな励みとなっています。
　100周年を祝う式典は、これまでの歴史を振り返
るとともに、未来への展望を共有する場として、学
校の成長と発展を祝い合う大切な機会にしたいと
願っておりましたが、期成会・渡邉会長をはじめ多
くの同窓生の御尽力があり、千葉県知事・熊谷俊人
様、千葉県教育委員会教育長・冨塚昌子様、千葉県
議会議員・宇野裕様・髙橋秀典様をはじめ多くの来
賓の皆様をお迎えして、成功裏に挙行することがで
きました。校長として、関係してくださった全ての
皆様方に感謝をするとともに、次の100年を見据え、
今を生きる生徒たちが未来を切り拓く力を身につけ
られるよう、教職員とともに全力を尽くすことが、
その御恩に報いる唯一の方法であると自覚しており
ます。
　どうぞ、同窓生の皆様方、引き続き本校の教育活
動に御理解と御協力を賜りますよう、お願い申し上
げ、挨拶とさせていただきます。

校長　澁谷義範

復
活
し
ま
し
た

　
　
　
ア
メ
リ
カ
短
期
留
学

全
国
大
会
出
場
！

　
　
　
定
時
制
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

短
期
留
学
の
参
加
生
徒
た
ち

小梛さん（左）と古澤さん（右）
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令
和
５
年
度
卒
業
生
の
進
路
状
況

国
公
立
大
学
18
名
、
私
立
大
学
等
多
数
合
格
！

入
賞
し
た
今
津
君
の
作
品

　

令
和
５
年
度
卒
業
生
の
う
ち
、

多
く
の
生
徒
が
第
一
志
望
合
格
に

向
け
て
挑
戦
を
続
け
ま
し
た
。

　

国
公
立
大
学
は
、北
見
工（
１
）、

茨
城
（
６
）、
埼
玉
（
１
）、
千
葉

（
３
）、
信
州
（
２
）、
静
岡
（
１
）、

千
葉
県
立
保
健
医
療
（
１
）、
石

川
県
立
（
１
）、滋
賀
県
立
（
１
）、

沖
縄
県
立
芸
術
（
１
）
の
計
18
名

が
合
格
。
私
立
大
学
で
は
、
青
山

学
院
（
１
）、
学
習
院
（
１
）、
中

央
（
４
）、法
政
（
４
）、明
治
（
２
）、

立
教
（
１
）
な
ど
、
延
べ
４
３
６

名
が
合
格
し
ま
し
た
。

　

近
年
は
年
内
入
試
の
拡
大
に

よ
っ
て
、
多
様
な
受
験
方
式
に
対

応
す
る
た
め
、
職
員
一
丸
と
な
っ

て
指
導
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

基
礎
学
力
が
必
要
な
こ
と
に
変
わ

り
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
キ
ャ
リ
ア

教
育
や
探
究
活
動
な
ど
の
将
来
を

見
据
え
た
高
校
生
活
で
の
活
動
が

求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

１
年
の
早
い
段
階
か
ら
目
標
を

も
っ
て
経
験
を
重
ね
る
こ
と
が
今

後
の
入
試
の
カ
ギ
に
な
る
は
ず
な

の
で
、
進
路
実
現
に
向
け
た
指
導

を
よ
り
充
実
さ
せ
た
い
と
思
い
ま

す
。（

進
路
指
導
主
事　

八
木
裕
樹
）

卒業生の進路一覧（実人数）
 令和５年度 令和４年度 令和３年度
国 公 立 大 １８ ９ １５
私 立 大 １５３ １５０ １８３
短 　 大 ２ ６ ９
専 門 学 校 １９ ３２ ２６
公 務 員 ６ ８ ５
大 学 校 ０ ０ １
留 学 ０ ０ ０
民 間 就 職 ２ ０ ５
予 備 校 等 １０ ６ １９
総　　数 ２１０ ２１１ ２６３

　第37回千葉県高校席書
大会（主催：書星会・千葉
日報社）で、書道部３年の
今津滉君が千葉県議会議長
賞に輝きました。高校生の
出品点数は5,790点。その
うちの第３席に選ばれたこ
とになります。

千葉県議会議長賞を受賞

教科 職名 氏　　名 卒回
全　日　制

校　長 澁　谷　義　範 高37
教　頭 梶　原　昌　朗

国　
　

語

教　

諭

伊　藤　好　江
津　幡　尚　子
門　倉　美　波
生城山　　　文
麻　生　夏　代
鵜　澤　　　忍 高31
宇　井　三　男

講　

師

外　口　沙　織
齋　藤　翔　希 高71
石　川　貴　一

非
常
勤

柴　　　恵美子 高31
青　澤　晴　美 高32
香　取　絢　子

地
歴
公
民

教　

諭

堀　江　克　浩 高34
髙　橋　　　務
髙　橋　直　人
都　島　涼　楓
高　橋　由紀子
田　村　公　孝
伊　藤　　　聡

講師 地　井　賢　一

教科 職名 氏　　名 卒回

数　
　

学

教　

諭

野　本　貴　志
正　角　和　浩
城之内　清　茂 高35
津　嶋　康　徳
八　木　裕　樹 高59
石　橋　　　真
宇　野　典　男 高30
木　内　俊　夫 高33

非常勤 宮　﨑　賢　一

理　
　

科

教　

諭

渡久山　朝　一 高35
渡　邉　幸　雄 高36
中　村　八栄子
来　栖　真　吾
小　林　千　尋 高57
青　木　侑　弘
菊　地　　　黄 高72
田　邊　　　等
向　後　伸　志

保
健
体
育

教　

諭

越　川　恭　伸
松　本　剛　史 高40
金　杉　恭　尚 高51
岩　本　伽　奈
石　田　泰　之
嵩　原　信　之

教科 職名 氏　　名 卒回
保健体育 教諭 伊　藤　政　利 高34

音楽 教諭
舩　本　悠　里
吉　井　幸　子

美術 講師 大　村　知　空
書道 教諭 鈴　木　恵　介

英　
　

語

教　

諭

酒　井　　　隆
矢　部　敬　子 高42
仲　條　秀　和 高53
髙　根　わか子
園　山　里　佳
菊　地　有　紗
橋　本　悠　暉
塚　本　雅　之
菅　生　　　隆

非
常
勤

高　根　　　恒
安　藤　以知朗
大　坪　晴　美

家庭 教諭 加　藤　綾　子

養護教諭
石　金　康　恵
大　山　桃　子

実
習
助
手

中　村　桂　子
濱　田　裕香里

臨任 古　谷　彩　子
中国語 特別

非常勤
姜　　　寅　星

韓国語 金　　　美　成

英語 ALT
ベンジャメン･アーデン
エリス・フィッシャー

教科 職名 氏　　名 卒回
ＳＣ 西　岡　浩　史
ＳＳＷ 谷　野　宏　輝
事務長 石　塚　千　晶
副主査 飯　山　昌　伸

主　事
後　藤　就　史
石　橋　知　也

特別業務職員
石　橋　美　信
竹　内　正　巳
椿　　　君　夫

定　時　制
教　頭 鶴　岡　一　枝

国語

教　

諭

須　合　美　保
多　田　達　子

地歴公民
大　木　啓　至
竹　蓋　大　樹

数学 小　山　純　平
理科 星　　　　　光
保体 卯　月　博　幸
英語 朝　日　惣一郎
養護教諭 槍　木　弓　子

外国語相談員
高　根　　　恒
室　生　林　乃

情報 非常勤 田　中　豊　明
主　事 若　海　航　平

令和６年度  教職員名簿（全日制・定時制）



地域の皆さまへ
　　　健康と笑顔をお届けします

本社：匝瑳市八日市場イ 2411
http://www.mainichi1954.com

本社／〒289－2504　千葉県旭市ニの528 番地
　TEL 0479（62）1221　FAX 0479（63）7171
関東支店／〒260－0002　千葉県千葉市中央区旭町 24－8
　TEL 043（225）3730　FAX 043（225）4850
住宅事業部／旭ミサワホーム／〒289－2504　千葉県旭市ニの2119－1
　TEL 0479（63）7633　FAX 0479（63）7644
干潟リサイクル工場／〒289－0501　千葉県旭市清和乙 662
　TEL 0479（68）3420　FAX 0479（68）4756
URL：http://www.abeken.co.jp

代表取締役　阿 部 典 義  （高18回）

総合建設業
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匝
瑳
中
学
・
高
校
同
窓
会
第
24

回
シ
ニ
ア
ゴ
ル
フ
大
会
が
、
10
月

17
日
香
取
市
の
小
見
川
東
急
ゴ
ル

フ
ク
ラ
ブ
に
て
、
高
校
32
回
が
幹

事
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
５
回
卒
業
生
か
ら
第
35
回
ま

で
総
勢
１
０
０
名
に
参
加
い
た
だ

き
、
前
半
９
ホ
ー
ル
の
ハ
ー
フ
コ

ン
ペ
で
実
施
し
ま
し
た
。
幸
い

だ
っ
た
の
は
、
当
日
の
欠
席
者
が

一
人
も
な
く
開
催
で
き
た
こ
と
で

す
。
参
加
い
た
だ
い
た
方
々
に
改

め
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
当
日

の
天
候
は
曇
天
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、涼
し
く
プ
レ
ー
で
き
ま
し
た
。

た
だ
残
念
だ
っ
た
の
は
、
今
年
の

夏
も
猛
暑
日
が
続
い
た
影
響
で
、

グ
リ
ー
ン
の
芝
が
い
た
る
と
こ
ろ

で
傷
ん
で
い
た
こ
と
で
し
た
。

　

優
勝
は
高
校
30
回
の
高
橋
保
さ

ん
で
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
高
校
30
回
の
皆
様
に
は

20
名
と
最
多
人
数
の
参
加
を
い
た

だ
き
重
ね
て
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
幹
事
の
32
回
も
15
名
参
加
と

気
を
吐
き
ま
し
た
が
及
び
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

今
大
会
も
、
参
加
者
の
ご
厚
意

に
よ
り
参
加
費
の
一
部
を
母
校
運

動
部
の
活
動
支
援
に
寄
付
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

大
会
当
日
に
は
高
校
30
回
の
新
井

満
雄
様
よ
り
、成
田
市
の「
江
戸
っ

子
寿
司
」
の
お
食
事
券
を
届
け
て

い
た
だ
き
第
23
位
賞
と
し
て
贈
呈

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
思
い

が
け
な
い
協
賛
品
に
ス
タ
ッ
フ
一

同
感
激
い
た
し
ま
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
大
会
の
受
付
時
に
簡

単
な
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
内
容
は
、「
大

　令和６年２月29日、愛知県名古屋市の日本ガイシ
ホール特設会場にて行われた第４回世界弓道大会で
優勝しました。日本代表選手への選考会から今大会
の終了までを振り返ると、改めて自分一人の力では
なく多くの方に支えられてこのような結果に繋げら
れたのだと感じます。また、自分自身がここまで成
長できたのも、根底には匝瑳高校弓道部で培った経
験があると実感しています。弓道部の創立から現在
まで、部の存続にご尽力をいただきました全ての方々
へ、心から感謝を申し上げます。
　今大会には、日本からは２チームがエントリーし、
私は日本Ａチームの「落（大将）」で出場しました。試
合は３人立で、予選は１人８射計24射の総的中で上
位16チームが決勝トーナメントに進出します。日本
Ａチームは21中し、２位で通過しました。決勝トー
ナメントは１人４射計12射の的中により勝敗が決し
ます。日本の両チームは順調に勝ち進み、決勝戦を
日本Ａ対日本Ｂで行いました。結果は12中対11中で
日本Ａチームの優勝、日本Ｂチームの準優勝が決まり
ました。アリーナ中の観客と、ライブ配信により大
勢の方に注目される中で引いた射は生涯忘れません。
　今後もこのような結果を残せるよう、まだまだ弓
道を続けていき、微力ながら匝瑳高校弓道部のご発
展に繋げられるよう精進してまいります。

同
窓
会
ゴ
ル
フ
大
会
の
報
告

　
　
　
　
　
　
　
　
～
体
育
部
会

優
勝
し
ま
し
た

世
界
弓
道
大
会

木
川
寿
眞
（
高
63
）

会
の
開
催
曜
日
」「
表
彰
式
の
実

施
」
に
関
す
る
質
問
で
し
た
。
開

催
曜
日
に
つ
い
て
は
平
日
開
催
が

大
多
数
で
し
た
。
ま
た
、
表
彰
式

の
実
施
に
つ
い
て
は
、
賛
成
と
反

対
が
拮
抗
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
も
と
に
32
回

生
で
協
議
し
、
次
回
の
「
第
28
回

親
睦
ゴ
ル
フ
大
会
（
令
和
７
年
５

月
開
催
予
定
）」
に
つ
い
て
は
、

「
平
日
開
催
ハ
ー
フ
コ
ン
ペ
」
で

行
う
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。
万

感
の
思
い
を
込
め
て
、
快
晴
で
ベ

ス
ト
コ
ン
デ
シ
ョ
ン
な
コ
ー
ス
で

プ
レ
ー
で
き
る
こ
と
を
祈
念
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

今
大
会
の
運
営
に
つ
い
て
、
至

ら
な
い
点
が
多
々
あ
っ
た
か
と
思

い
ま
す
が
、
な
に
と
ぞ
ご
容
赦
い

た
だ
き
次
回
へ
の
反
省
点
と
し
て

ご
鞭
撻
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

体
育
部
長　

加
瀬
光
利
（
高
32
）

　

来
春
の
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会
も
、

卒
業
生
全
員
か
ら
参
加
者
を
募
り

ま
す
。
参
加
希
望
の
学
年
幹
事
や

ゴ
ル
フ
愛
好
者
の
皆
様
に
は
参
加

申
込
書
を
郵
送
い
た
し
ま
す
の
で
、

ご
連
絡
先
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

連
絡
先
…
同
窓
会
事
務
局

　

☎︎
０
４
７
９
・
72
・
１
５
４
１

　
ご
案
内

優勝した日本Aチーム（写真中央が木川さん）

体育
部会

寄稿



代表取締役社長
品質管理責任者 鈴　木　正一郎（高29）

鈴木鉄興株式会社

１級建築士
ＷＥＳ（IIW-IWE）国際資格
ＷＥＳ特別級

鋼構造物工事業（Ｈグレード）
一級建築設計事務所

〒289-2152   千葉県匝瑳市松山994-５
TEL 0479（72）1105　FAX 0479（72）1143
設計直通 TEL 0479（70）1208
E-mail suzuki@suzuki-str.com
携　帯 070-4064-0002
ＵＲＬ http://www.suzuki-str.com

SUZUK I   STEEL   STRUCTURE  INC

SUZUKI SHOICHIRO

同窓さふさ第58号11

ご遺族もしくは関係者からご連絡をいただいた方です。
（令和６年９月30日受付分まで）

会員の訃報について、事務局まで情報をお寄せください。

お悔やみ申し上げます

★ おめでとうございます ★

※�受章（賞）についての情報を事務局まで※�受章（賞）についての情報を事務局まで
お知らせください。お知らせください。

〜匝瑳高校出身の経営者の皆様へ！〜〜匝瑳高校出身の経営者の皆様へ！〜

まずはお問合せ下さい！まずはお問合せ下さい！　	 TEL：0479　	 TEL：0479−−7373−−0081		0081		
匝瑳市企画課　菱木　照仁	（高55）		匝瑳市企画課　菱木　照仁	（高55）		 E-mail：k-senryaku@city.sosa.lg.jpE-mail：k-senryaku@city.sosa.lg.jp

◆旭日中綬章
　布施　貴良 さん（高18）令和２年春

◆旭日双光章
　栗田　剛一 さん（高18）令和６年春

◆瑞宝双光章
　宮内　　秀 さん（高18）令和４年秋

　所　　一視 さん（高18）令和５年秋

　伊東　雅毅 さん（高22）令和６年春

◆瑞宝単光章
　岩崎　辰雄 さん（高11）令和５年秋

◆
会
　
員
◆

川
村（
菱
田
）孝（
中
12
）

令
和
5
年
8
月
20
日

伊
東
宏（
中
14
）

令
和
5
年
11
月
21
日

土
屋
和
夫（
中
15
）

令
和
5
年
6
月
17
日

池
田
信
男（
中
16
）

平
成
27
年
12
月
6
日

大
矢
義
雄（
中
17
）

令
和
6
年
2
月
23
日

吉
野
昭
三（
中
17
）

令
和
5
年
8
月
28
日

市
原
敏
男（
中
18
）

令
和
6
年
2
月
19
日

越
川
利
一（
中
19
・
20
）

令
和
5
年
12
月
1
日

秋
葉
博（
中
21
）

令
和
6
年
3
月
17
日

江
波
戸
史
郎（
高
2
）

令
和
5
年
7
月
31
日

伊
東（
加
瀬
）万
司（
高
2
）

令
和
5
年
8
月
28
日

八
木
忠
雄（
高
3
）

令
和
4
年
5
月
7
日

渡
邉
四
郎（
高
3
）

令
和
4
年
12
月
31
日

石
毛
忠
治（
高
4
）

鈴
木
荘
右（
高
4
）

長
房
利
美（
高
4
）

令
和
5
年
7
月
28
日

松
山
進（
高
4
）

令
和
元
年
9
月
24
日

伊
藤
雅
美（
高
6
）

令
和
5
年
10
月
5
日

鏑
木
和
夫（
高
6
）

令
和
5
年
3
月
24
日

福
島
正
夫（
高
6
）

令
和
3
年
11
月
22
日

山
本
協（
高
6
）

平
成
31
年
1
月
25
日

澁
谷（
新
行
内
）と
め
子（
高
7
）

令
和
4
年
2
月
27
日

勝
股
真
夫（
定
1
）

中
村（
及
川
）九
藏（
高
8
）

令
和
6
年
9
月
1
日

宮
負
雅
光（
高
8
）

令
和
5
年
5
月
21
日

鈴
木
国
男（
高
9
）

令
和
5
年
4
月
1
日

斉
藤
征
夫（
高
10
）

岩
崎
辰
雄（
高
11
）

令
和
5
年
9
月
16
日

浪
川（
加
瀬
）房
子（
高
14
）

令
和
4
年
9
月
4
日

伊
野
幹
雄（
高
15
）

令
和
5
年
9
月
15
日

棟
近（
江
波
戸
）節
子（
高
15
）

令
和
4
年
12
月
9
日

竹
内（
小
川
）玲
子（
高
15
）

令
和
5
年
7
月
11
日

北
川（
大
関
）昌
子（
高
15
）

令
和
5
年
10
月
15
日

鈴
木
勝
彌（
高
15
）

令
和
6
年
2
月
8
日

藤
城
吉
董（
高
16
）

令
和
6
年
5
月
7
日

石
毛（
加
瀬
）理（
高
20
）

令
和
5
年
2
月
13
日

金
杉
芳
實（
高
20
）

令
和
2
年
7
月
17
日

椎
名（
椎
名
）万
里
子（
高
20
）

平
成
29
年
2
月
15
日

新
行
内
重
文（
高
22
）

令
和
5
年
8
月
10
日

浅
野
光
義（
高
23
）

石
井
希
一（
高
23
）

小
川
博
之（
高
23
）

実
川
和（
高
23
）

林
秀
直（
高
27
普
）

令
和
3
年
5
月
　
　

大
木
雅
之（
高
28
理
）

令
和
6
年
1
月
17
日

菅
谷
英
之（
高
28
理
）

令
和
5
年
9
月
29
日

高
野
裕
史（
高
29
普
）

令
和
5
年
9
月
4
日

渡
瀬（
那
須
）律
子（
高
32
）

令
和
4
年
6
月
11
日

伊
藤
昌
純（
高
39
普
）

令
和
4
年
1
月
3
日

　匝瑳高校バレーボール部OB会は、平成６
年現役バレー部の支援とバレーボールの普
及活動を目的として会則を制定して、毎年
３月に近隣の中学校のチームを招待するバ
レーボール大会を主催してまいりました。
　令和２年度にコロナ感染症が蔓延し、第
29回匝瑳市長杯争奪匝陵バレーボール大会
は中止となり、その後協議の結果、この大
会は廃止となりました。それまで、毎年千
葉県内各地区や茨城県南部から、男子36
チーム・女子68チーム程が集まり、匝陵杯
獲得を目指し３日間の熱戦が繰り広げられ
てきました。この大会運営を支えてきたの
は、OB会員と現役の部員たちでした。
　誠に残念なことではありますが、中学校
大会の廃止や役員不足等により会の継続は
困難であり、解散することといたしました。
そして、会費残金の120,394円につきまし
ては、創立100周年記念事業に全額寄付い
たしました。
　これまで本会にご支援ご協力をいただき
ました皆様に、この場を借りて感謝申し上
げご報告といたします。
　　　　会　　長　　椎名　重基（高18）
　　　　事務局長　　宮﨑　　豊（高30）

匝高バレー部OB会の解散

ご逝去の連絡をいただいた方のうち、掲載の確認が
とれた方について掲載いたしました。
同窓会のＨＰから「転居」・「逝去」の
連絡が出来ます。
出来るだけこちらからのご連絡をお願
いします。
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◆ ◆ 同窓会費とは同窓会費とは ◆ ◆

　会費は１年間1,000円です。30年
間分３万円が終身会費です。年会費
納入者下欄の数値は、今回の納付年
数となります。
※ 同封の納付書で会費の納入をお

願いいたします。
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